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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第６部門第４区分
【発行日】平成22年8月26日(2010.8.26)

【公開番号】特開2010-80055(P2010-80055A)
【公開日】平成22年4月8日(2010.4.8)
【年通号数】公開・登録公報2010-014
【出願番号】特願2009-296769(P2009-296769)
【国際特許分類】
   Ｇ１１Ｂ   7/24     (2006.01)
   Ｂ４１Ｍ   5/26     (2006.01)
   Ｇ１１Ｂ   7/244    (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５２２Ａ
   Ｂ４１Ｍ   5/26    　　　Ｙ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５１６　
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５７１Ａ
   Ｇ１１Ｂ   7/24    ５３５Ｅ

【手続補正書】
【提出日】平成22年7月12日(2010.7.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　本発明の一実施形態では、変調後のデータが記録された情報記憶媒体において、前記変
調後のデータはＮＲＺＩに基づいた最小反転長から最大反転長までのデータを持っており
、前記変調後のデータ内ではチャネルビット長Ｔが定義され、前記最小反転長は２Ｔであ
り、前記変調後のデータから再生信号が得られ、３Ｔに対応した長さのマークまたはピッ
トと前記３Ｔに対応した長さのスペースから得られる信号振幅Ｉ３が前記再生信号に含ま
れ、最大長さに対応したマークまたはピットと前記最大長さに対応したスペースから得ら
れる最大信号振幅が前記再生信号に含まれ、前記信号振幅Ｉ３の前記最大信号振幅に対す
る比が０．２より大きい情報記憶媒体を基本とする。また以下に述べるような内容を追加
してもよい。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０１７１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０１７１】
　図２２に本実施形態における情報記憶媒体の構造及び寸法を示す。実施形態としては
　　　・再生専用で記録が不可能な“再生専用形情報記憶媒体”
　　　・１回のみの追記記録が可能な“追記形情報記憶媒体”
　　　・何回でも書き替え記録が可能な“書替え形情報記憶媒体”
の３種類の情報記憶媒体実施形態を明示する。図２２に示すように、上記３種類の情報記
憶媒体では大部分の構造と寸法が共通化されている。３種類の情報記憶媒体いずれも内周
側からバーストカッティング領域ＢＣＡ、システムリードイン領域ＳＹＬＤＩ、コネクシ
ョン領域ＣＮＡ、データリードイン領域ＤＴＬＤＩ、データ領域ＤＴＡが配置された構造
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になっている。ＯＴＰ形再生専用媒体以外は全て外周部にデータリードアウト領域ＤＴＬ
ＤＯが配置されている。後述するように、ＯＴＰ形再生専用媒体では外周部にミドル領域
ＭＤＡが配置される。システムリードイン領域ＳＹＬＤＩではエンボス（プリピット）の
形で情報が記録されており、追記形および書替え形のいずれもこの領域内は再生専用（追
記不可能）となっている。再生専用形情報記憶媒体ではデータリードイン領域ＤＴＬＤＩ
内もエンボス（プリピット）の形で情報が記録されているのに対し、追記形および書替え
形情報記憶媒体ではデータリードイン領域ＤＴＬＤＩ内は記録マーク形成による新規情報
の追記（書替え形では書替え）が可能な領域となっている。後述するように、追記形およ
び書替え形情報記憶媒体ではデータリードアウト領域ＤＴＬＤＯ内は新規情報の追記（書
替え形では書替え）が可能な領域とエンボス（プリピット）の形で情報が記録されている
再生専用領域の混在になっている。前述したように、図２２に示すデータ領域ＤＴＡ、デ
ータリードイン領域ＤＴＬＤＩ、データリードアウト領域ＤＴＬＤＯ、ミドル領域ＭＤＡ
ではそこに記録されている信号の再生にＰＲＭＬ（Partial Response Maximum Likelihoo
d）方式を使う事で情報記憶媒体の高密度化（特に線密度が向上する）を達成すると共に
、システムリードイン領域ＳＹＬＤＩ、システムリードアウト領域ＳＹＬＤＯでは、そこ
に記録されている信号の再生にスライスレベル検出方式を使う事で現行ＤＶＤとの互換性
を確保するとともに再生の安定化を確保している。
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　変調後のデータが記録された情報記憶媒体において、
　前記変調後のデータはＮＲＺＩに基づいた最小反転長から最大反転長までのデータを持
っており、
　前記変調後のデータ内ではチャネルビット長Ｔが定義され、
　前記最小反転長は２Ｔであり、
　前記変調後のデータから再生信号が得られ、
　３Ｔに対応した長さのマークまたはピットと前記３Ｔに対応した長さのスペースから得
られる信号振幅Ｉ３が前記再生信号に含まれ、
　最大長さに対応したマークまたはピットと前記最大長さに対応したスペースから得られ
る最大信号振幅が前記再生信号に含まれ、
　前記信号振幅Ｉ３の前記最大信号振幅に対する比が０．２より大きいことを特徴とする
情報記憶媒体。
【請求項２】
　前記再生信号は、355nmから455nmの範囲内の波長を持つ光源と、
　NA0.85の対物レンズを用いて得られることを特徴とする請求項１記載の情報記憶媒体。
【請求項３】
　前記変調後のデータはＮＲＺＩに基づいた最小反転長から最大反転長までのデータを持
っており、
　前記変調後のデータ内ではチャネルビット長Ｔが定義され、
　前記最小反転長は２Ｔであり、
　前記変調後のデータから再生信号が得られ、
　３Ｔに対応した長さのマークまたはピットと前記３Ｔに対応した長さのスペースから得
られる信号振幅Ｉ３が前記再生信号に含まれ、
　最大長さに対応したマークまたはピットと前記最大長さに対応したスペースから得られ
る最大信号振幅が前記再生信号に含まれ、
　前記信号振幅Ｉ３の前記最大信号振幅に対する比が０．２より大きい情報記憶媒体から
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前記変調後のデータを再生することを特徴とする再生方法。
【請求項４】
　前記再生信号は、355nmから455nmの範囲内の波長を持つ光源と、
　NA0.85の対物レンズを用いて得られることを特徴とする請求項３記載の再生方法。
【請求項５】
　前記変調後のデータはＮＲＺＩに基づいた最小反転長から最大反転長までのデータを持
っており、
　前記変調後のデータ内ではチャネルビット長Ｔが定義され、
　前記最小反転長は２Ｔであり、
　前記変調後のデータから再生信号が得られ、
　３Ｔに対応した長さのマークまたはピットと前記３Ｔに対応した長さのスペースから得
られる信号振幅Ｉ３が前記再生信号に含まれ、
　最大長さに対応したマークまたはピットと前記最大長さに対応したスペースから得られ
る最大信号振幅が前記再生信号に含まれ、
　前記信号振幅Ｉ３の前記最大信号振幅に対する比が０．２より大きい情報記憶媒体に前
記変調後のデータを記録することを特徴とする記録方法。
【請求項６】
　前記変調後のデータを記録するには、355nmから455nmの範囲内の波長を持つ光源と、
　NA0.85の対物レンズを用いて記録することを特徴とする請求項５記載の記録方法。
【請求項７】
　前記変調後のデータはＮＲＺＩに基づいた最小反転長から最大反転長までのデータを持
っており、
　前記変調後のデータ内ではチャネルビット長Ｔが定義され、
　前記最小反転長は２Ｔであり、
　前記変調後のデータから再生信号が得られ、
　３Ｔに対応した長さのマークまたはピットと前記３Ｔに対応したスペースから得られる
信号振幅Ｉ３が前記再生信号に含まれ、
　最大長さに対応したマークまたはピットと前記最大長さに対応したスペースから得られ
る最大信号振幅が前記再生信号に含まれ、
　前記信号振幅Ｉ３の前記最大信号振幅に対する比が０．２を超える情報記憶媒体からの
前記再生信号を再生するための光ヘッドと、
　前記再生信号の処理を行う再生信号処理ユニットからなることを特徴とする再生装置。
【請求項８】
　光源の波長が、355nmから455nmの範囲内にあり、
　対物レンズのＮＡが0.85である光学ヘッドを含む前記再生装置によって再生される請求
項７記載の再生装置。
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